
学校番号 412 

平成 31 年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の科学 単位数 2単位 年次 3 年次 

使用教科書 情報の科学（実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コンピュータについて少し深いところを学習していきます。難しい内容・実習もありますができな

い内容ではありません。しっかりと授業を聞き学習をしてください。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

１．情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させる。 

２．情報と情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための科学的な考え方を習得させる。 

３．情報社会の発展に主体的に寄与する能力と態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報や情報社会に関

心を持ち，身のまわり

の問題を解決するた

めに，自ら進んで情報

及び情報技術を活用

し，社会の情報化の進

展に主体的に対応し

ようとする。 

情報や情報社会にお

ける身のまわりの問

題を解決するために，

情報に関する科学的

な見方や考え方を活

かすとともに情報モ

ラルを踏まえて，思考

を深め，適切に判断し

表現している。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な技能を

身に付け，目的に応

じて情報及び情報技

術を適切に扱ってい

る。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な知識を

身に付け，社会にお

ける情報及び情報技

術の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

授業態度 

提出物 

授業態度 

提出物 

授業態度 

提出物 

授業態度 

提出物 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

情
報
の
表
し
方 

 

ディジタル化された情報の特

徴について学ぶ。 

2進数，10進数，16進数の関

係を学び，相互に変換できる

ようにする。 

○   

 

○ 

 a: アナログとディジタルの違

いに関心を持っているか。 

c: 2 進数，10 進数，16 進数の

相互変換ができるか 

 

小テスト 

授業態度 

 

問
題
解
決
学
習 

問題解決の方法と手順 

問題解決の手法 

情報の収集 

データの分析 

解決案と実施・評価 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a: 興味を持って，体験的な学

習や授業に積極的に取り組ん

でいるか。 

b: 学校など身近なところに，

どのような問題があるか見つ

けられるか 

c: まとめた意見をワープロソ

フトや表計算ソフトで記録す

ることができるか。 

d: 問題解決の方法と手順，問

題解決の手法（ブレーンストー

ミング，KJ 法，コンセプトマ

ップ）について理解している

か。 

課題提出 

授業態度 

画
像
処
理
ソ
フ
ト
の
利
用 

画像処理ソフトを利用して、ポ

スターを作製 

○  ○  a:積極的に取り組んでいるか 

c:画像処理ソフトの使い方を

習得でき、ポスターとしての作

品が作成できるか 

作品評価 

授業態度 

２
学
期 

 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成 

アニメーションの作り方 

アニメーションの作成 

相互評価 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ a: 積極的に取り組んでいるか 

b:人の作品を見てしっかり評

価判断ができるか 

c:アニメーションを作成でき

ているか 

d:アニメーションの作成方法

を理解できているか 

作品評価 

授業態度 



２
学
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み 

ネットワークとその構成につい

て学ぶ。 

通信方式，接続形態，役割に

よる分類について学ぶ。 

情報伝達の仕組みについて

学ぶ。 

プロトコルの階層化と各階層

の役割を学ぶ。 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: ネットワークの構成，通信

方式や役割による分類に関心

を持っているか。 

b: プロトコルや情報伝達の仕

組みについて論理的に説明で

きるか。 

d: プロトコルや情報伝達の仕

組みについて理解しているか。 

授業態度 

小テスト 

２
学
期 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム 

アルゴリズムについて 

フローチャートについて 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ a: アルゴリズムやフローチャ

ートに興味を持っているか。 

b: 試行錯誤しながら，フロー

チャート（または，文章表現）

を作成できるか。 

c: フローチャートを作成でき

るか。 

d: 基本的なアルゴリズムの構

造を理解しているか。 

授業態度 

課題提出 

 

３
学
期 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

プログラミングソフトの使用 ○ ○ ○ ○ a プログラム作成などに，積極

的に参加しているか。例題のプ

ログラムの作成や変更など，積

極的に行っているか。 

B 箇条書き，フローチャート，

プログラムについて，それぞれ

の対応を考えられるか。 

C 簡単なアルゴリズム（順次・

選択・繰り返しの構造）のプロ

グラムを作成できるか 

D・フローチャートやアルゴリ

ズム、プログラムの仕方につい

て理解しているか。 

 

授業態度 

課題提出 

※ 表中の観点について ａ：関心・意欲・態度  ｂ：思考・判断・表現 

            ｃ：技能        ｄ：知識・理解 

※ 年間指導計画作成上の留意点 

原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○をつけて

いる。



 


